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The 2019 Asia-Pacific Forum for Science Talented で最優秀賞（2019.7.6-11.土-木） 

 

 

 

写真１：The 2019 APFstの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 7月 6日から 11日の 5日間、The 2019 Asia-Pacific 

Forum for Science Talented（APFst）が台湾で開催

され、本校 2年生の小泉君が日本代表として参加しま

した。APFst は台湾政府が未来の科学者の育成を目的

として行っている国際フォーラムです。今年は「未来

の科学者のためのリーダーシップの育成」というテー

マで行われ、アジア太平洋の 16 か国の中高生が参加

しました。この国際フォーラムでは、課されたお題に

対して多国籍グループで解決していきます。今年は

「レスキューロボ」がお題でした。容易された材料を

もとに、ロボットを組み立てたり、プログラミングを

行って、ロボットの制御系を作成したり、みんなで協

力しながらレスキューロボを作成していきます。レス

キューロボといっても、実際の災害現場で活用するよ

うな大きなものではなく、仮想的に設定した災害現場

をクリアするロボットを作ります。何度もトライ＆エ

ラーを繰り返しながら、素早く改善していく様はまさ

にシリコンバレーの IT企業の人たちのようでした。 

性別や国籍、チームメイトのバックグラウンドが全

く違う難しい環境の中で、みんなで協力してコミュニ

ケーションを取る能力は、きっとこれからの社会は同

じことが起こるはずです。今のうちから色んなことに

挑戦する中で、多くの球陽生がこのような状況を乗り

越えられる人材に育ってほしいなと切に願います。 



OIST Lecture & Workshop（2019.7.12.金） 

 

 
写真２：Lecture & Workshop の様子 

 

サイエンスリーダー研修（2019.7.15.月） 

 

 

写真３：リーダー研修の様子 

 7月 15日に球陽高校 SSクラブと球陽中学サイエンスク

ラブが合同で「サイエンスリーダー研修」を行いました。

この研修はフィールドワークなどを通して、郷土の自然や

研究への理解を深めるととともに、学年を越えた研究交流

を行うことで、研究力の向上を図ることを目的に行われま

した。 

 まずは沖縄島中部の東海岸側に位置する勝連城跡に行

き、沖縄島の地形と地質についてフィールドワークを行い

ました。次に、北部地域に位置する名護岳に行き、沖縄に

生息する動植物を観察しました。高校の SS クラブや中学

のサイエンスクラブは、日頃研究チームごとに活動してい

るので、この機会を通してお互いのチームこと研究のこと

を知り、クラブ全体で刺激し合いながら研究力を高めてい

きたいと思います。 

7月 12日に球陽高校ラボ室で沖縄科学技術大学院

大学（OIST）による OIST Lecture & Workshopを開

催しました。今年のテーマは「Okinawa Reefs into 

the Future」という沖縄の豊かな海をつくっている

サンゴを題材にしたワークショップでした。まず、

サンゴの基本的な生態から最新研究についてレクチ

ャーを受けた後、サンゴ礁研究のためのシステムア

イディアをみんなで議論し、発表をしました。  

ワークショップは全て英語で行われましたが、参

加した生徒の皆さんは物怖じせず英語でコミュニケ

ーションをとっていて、ワークショップ終了後も

OISTの先生たちを囲んで質問攻めでした。使える言

語が 1 つ増えるだけで、これまで出会えなかった多

くの学びがあったと思います。受験のためではない、

自分の世界を広げていくために、ぜひこれからも積

極的に英語を学んで活用していって下さい。 



学校設定科目「国際探究Ⅰ」中間発表会（2019.7.16.火） 

 

 

写真４：中間発表の様子 

 

(1) ジェンダー 

1.｢性差別による社会問題～日本の雇用とジェンダー格差～｣                   

2.｢日本と海外(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ)の性認識の違い｣                       

3.｢日本の過去から見る性認識｣                              

4.｢日本に LGBTの生徒を対象にした学校をつくるために乗り越えなければならない壁は何か｣   

(2) 保健 

1.｢精神疾患の親をもつ子どもの苦しみについて～世間の認識と私たちにできること～｣    

2.｢身近にあるファストフード店が球陽生の体と心の健康に及ぼす影響｣               

3.｢発展途上国の医療～未成年の感染症～｣                        

(3) 貧困 

1.｢沖縄県における高校生の貧困について｣                        

2.｢貧困から子ども達を救う教育支援～今の私達にできること～｣               

3.｢北朝鮮の給与と飢餓の関係｣                               

(4) 教育 

1.｢教室という観点から見た｢世界の差｣｣                           

2.｢日本の子供の貧困と教育格差｣                              

3.｢教育格差の背景には、政治的要因が関わっているのではないか！｣       

4.｢平和と教育｣                                      

5.｢授業にグループディスカッションは必要か？｣                       

 7月 16日に国際探究Ⅰで中間発表会を行いました。

国際探究Ⅰは、今年から国際英語科で始まった探究活

動で、SDGｓや沖縄 21世紀ビジョンなどをキーワード

に様々な社会課題について探究しています。今回の中

間発表会は、予備調査や研究計画について発表し、生

徒同士、生徒－先生間で多くの議論を行い、次からの

活動につなげていくことが目的です。生徒たちは初め

ての発表で少し緊張していた様子でしたが、堂々と発

表する様子は頼もしい姿でした。研究はこれからがス

タートです。失敗を恐れずどんどん挑戦して多くの学

びを掴み取りましょう。 

 



(5) 観光,伝統,基地 

1.｢沖縄県の観光リゾート地の人材不足の影響とこれからの人材育成における取組｣      

2.｢漆器の保全継承｣                                    

3.｢米軍基地が沖縄に及ぼす経済効果｣                           

(6) 海洋,気候,交流 

1.｢現在の青魚の養殖における課題｣                               

2.｢マグロ資源の有効活用｣                                     

3.｢台風と地球温暖化の相関関係｣                               

4.｢世界と交流ネットワークの形成｣                          

(7) 不平等,貧困,雇用 

1.｢平等だけの社会は成り立つのか?｣                            

2.｢隠れ貧困～沖縄の子どもたち～｣                            

3.｢働き方改革の取り組み方｣                             

4.｢沖縄の相対的貧困が引き起こす子どもの非行｣                     

(8) エネルギー,水 

1.｢枯渇資源の減少を抑えるための、身近な公共機関などでの発電方法の模索｣          

2.｢比謝川の水質調査｣                                    

3.｢台風の多い地域 沖縄での発電方法｣ 

4.｢沖縄県中部地区(特に北谷町･宜野湾市)の水質が人体に及ぼす害｣ 

 

SSH サイエンスイングリッシュラボ（2019.7.26.金） 

 

 

写真５：イングリッシュラボの様子 

 7月 26日に球陽高校ラボ室でサイエンス イングリ

ッシュラボが行われました。今年は「Cell Membrane 

Bubble Lab.」と「The Cold World」の 2テーマで実

施しました。このサイエンスイングリッシュラボは、

様々な科学現象について実験を通して理解・考察し、

発表してもらうプログラムです。説明や実験中も全て

英語で行われるため、高度な英語コミュニケーション

能力が求められます。今年も外国人講師の方々に多大

なご協力を頂いて実施することができました。 

 Cell Membrane Bubble Lab.ではシャボン膜を用い

て細胞膜の挙動を学びました。The Cold Worldでは

塩化ナトリウムと氷を混ぜて 0℃以下の温度になる現

象を学びました。生徒はインプットもアウトプットも

全て英語で行うため、少し悪戦苦闘していましたが、

それでも一生懸命取り組み、素晴らしいワークショッ

プとなりました。 



探究型学力高大接続シンポジウム（2019.7.28.日） 

 
写真６：シンポジウムの様子 

 

美ら星研究体験隊（2019.7.31.水） 

 

写真７：美ら星研究体験の様子 

 

 7 月 31 日から 8 月 2 日まで、国立天文台

の VERA 石垣島観測局にある口径 20m 電波望

遠鏡と石垣島天文台にある可視光帯の口径

105cmむりかぶし望遠鏡を用いた「美ら星研

究探検隊」に本校地学部の生徒が参加しまし

た。VERAによる観測を行った生徒たちは、や

ぎ座の方向から過去に検出報告が無い新し

い電波星「やぎ座 RR 星」を発見しました。

この発見は、天の川銀河の構造や星の一生に

ついて理解を深め、天文学の発展に貢献する

可能性があります。本校地学部の快挙です。 

 7 月 28 日に京都市立堀川高校で探究型学力

高大接続シンポジウムが開催され、本校 SSH研

究開発部の職員も参加してきました。SSH のよ

うな探究活動をどのように評価し、活動へ還元

していくかというのは、様々な学校で課題にな

っており、多くの先生方と意見交流を行い、京

都で行われているルーブリックの活用などを

学ぶことができました。持ち帰って、本校の取

り組みの改善にも活かしていきたいと思いま

す。 


